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 薬物動態は、投与量や投与間隔を決める重要なファクターであり、基本的な薬物動態パ

ラメータは、調剤時の処方鑑査や服薬指導に活用できます。しかし、「薬物動態」や「薬物

速度論」と聞くと堅いイメージを連想するため、敬遠する薬剤師が多いのではないでしょ

うか。そこで薬物動態１では、薬物動態を身近に感じ、有効に活用するための勘所を把握

することをねらいとしています。 
 
 
第１回 「ジェネリック医薬品の崩壊性や溶出性を調べてみよう」 

 １０／２１（土） 

・薬物動態に影響を及ぼす製剤特性を評価するために、日本薬局方の崩壊試験や溶出試験

を実際に行います。特に、ジェネリック医薬品について先発品と比較し、生物学的同等性

について考察します。 
 
第２回 「シミュレーション実験で薬物動態パラメータを知ろう」 １１／４（土） 

・薬物動態のシミュレーション実験を、フラスコやポンプなどで組み立てた装置で行い、

色素を薬物モデルとして用いて、薬物動態を視覚的に理解します。さらに、血中濃度や尿

中排泄速度に相当するデータを、実際にグラフを書いて速度論的に解析し、薬物動態パラ

メータを計算し、添付文書や学術文献への理解を深めます。 
 
第３回 「薬物動態をエクセルで予測し、投与計画や服薬指導へ応用して

みよう」 １１／１８（土） 

・Excelを利用して、基本的な薬物動態パラメータを用いて、静脈内注射や経口投与時の薬
物動態を予測します。さらに、薬物相互作用や病態時などの各種症例において、薬物動態

の変動を把握して、投与計画の最適化や服薬指導へ応用する総合演習を行います。 


